
安威川ダム 第８４回岩盤判定会議 議事要旨 

 

日  時：令和２年６月２５日（木） １4：００～１6：3０ 

場  所：安威川ダムJV事務所 会議室 

出 席 者：別紙「出席者一覧」のとおり 

資  料：第8４回 岩盤判定会議資料 (別冊資料含む) 

検査対象：＜地盤検査＞ 

コアフィルター敷き 右岸部：No.10+11～No.12+2 

フィルター敷き 左岸部：No.15+3～No.15+17 

ロック敷き 右岸下流部：No.10+6～No.11、DC+25～DC+38 

ロック敷き 右岸上流部：No.11～No.12+1、DC-24～DC-40 

ロック敷き 左岸上流部：No.15～No.15+9、DC-27～DC-34 

ロック敷き 左岸下流部：No.15+7～No.15+18、DC+30～DC+59 

主な指摘事項（地盤検査の記録に掲載するもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

概  要 

 

○前回議事要旨および是正報告資料に関する指摘事項 

  「No.15+10～15、DC＋４２～48の亀裂をモルタルで充填すること」については、

「No.15+10～15、DC＋４２～48の開口亀裂をモルタルで充填すること」にと改

めること。 

 

○資料に関する指摘事項 

・特になし。 

    

○現場における指摘・是正事項 

・左岸上流部の F-12 断層について、断層沿いの挟在物が降雨等の影響で流失してい

るので、モルタルで充填すること。 

・No.１５＋１０、DC＋３５付近のオーバーハング（巨石）については、ゆるみの状

況を確認の上、対応方針を再度協議すること。 

・No.１５＋１０、DC＋３５付近 オーバーハング（巨石）については、対応方針を再度協議す

ること。 

・左岸上流部の F-12 断層について、断層沿いの挟在物が降雨等の影響で流失しているの 

で、モルタルで充填すること。 

・浮石については除去すること。 

・オーバーハングについては除去すること。 

・凹部については細粒材またはモルタル充填で対応すること。 

・開口亀裂について掘削除去、またはモルタル等による充填により対応すること。 



・浮石の除去 

No.10+10～15・DC10 付近、No.１１、DC－１５付近、 

No.１5＋12・DC＋40 付近  

・凹部の充填（細粒材、モルタル） 

 No.11＋１５・DC＋20 付近、No.１１＋１２・DC＋２５付近、 

・開口亀裂（掘削除去、またはモルタル等による充填） 

No.１１＋３・DC－３２付近、No.１１＋５・DC－２６付近、 

 No.１１＋１０・DC－２６付近、No.１１＋１０、DC－40 付近 

・オーバーハングの除去 

 No.１5＋１７、DC＋４５付近 

・開口亀裂の処理（掘削除去もしくはモルタル充填） 

  

○その他の意見 

  ・前回の是正範囲について、コア敷きの凹部を整形したコンクリートのジャンカ部を

修正すること。 

 

 ＜地盤検査官のコメント＞ 

  前回の指摘事項について、対策が完了したものについては、写真等により是正状況を

確認したが、本日の指摘箇所については対応しておくこと。 

本日検査した岩盤は所定の基礎岩盤であることを確認した。 

左岸下流ロック敷は浮石が多いので、盛立の進捗に合わせて浮石を除去すること。 

本日、指摘のあった箇所については適正に対応すること。 

 

 

 

以上 


